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アリウム・ギガンテウム (Alliumgigαnteum Regel)りん茎の貯蔵
期間と植え付け時期が開花と切り花品聾に及ぼす影響

小山佳彦牟・字国 明‘~池田幸弘車

要約

アリウム・ギガンテウムの促成栽培後の掘り上げ球に対する長期貯蔵諮問と植え付け時期が開花

と切り花品質に及ぼす影響を検討した.

1 4月 2日に揺り上げたりん茎を20
0Cで90日間貯競後， 20Cで80日間貯蔵し 9丹17日に植え付

けたところ， 86%の開花株率で 1月上旬に開花し，実用的に許容できる品質を備えた切り花が得

られた.

2 2月24日から 5月25日にかけて掘り上げたりん茎を200Cで90臼間， 20Cで70日開貯蔵後8月 1

日より鶴次植え付けたところ，植え付け時期が 9月12日より早いと開花率は低下し，切り花の品

質も劣った. 10月訪日以降の植え付けでは，すべてのりん茎が開花し，開花時期は 2月になった

が，品質の優れた切り花が得られた.

3 以上の結果より，早期開花に有効なりん茎の貯蔵方法は，促成栽培した株のりん茎を 4月上旬

に掘り上げて200

Cで90日鵠，その後 20

Cで80日間貯蔵して 9月下旬に植え付ければよいことが判

明した.

Effects of Long-term Storage Periods and Planting Time of Bulbs on 

Flowering and Cut Flower Quality of Allium gigαnteum Regel 

Yoshihiko KOYAMA， Akira UDA and YukihiroIKEDA 

Summary 

Effects of long-term storage periods and planting time of Allium giganteum bulbs dug 
after the forcing on flowering and the flower quality were investigated. 
(1) When bulbs dug on 2 April， and then stored at 200

C for 90 days prior to storage at 20

C 

for 80 days were planted on 17 September， the bulb-derived plants bloomed early in January 
with plants flowering at a rate of 86% and with good quality. It was consequently sugges-
ted that this storage method had a benefit for the forcing. 

(2) Bulbs dug in turns on 24 February to 25 May were stored at 200C for 90 days prior to 
storage at 20

C for 70 days， and then the bulbs were plant巴dstaggeringly from 1 August to 

30 October. As a result，when the planting time was earlier than 12 September， the flower-
ing percentage and cut flower quality were remarkably reduced due to high temprature. 
When planting time was later than 17 October， all of the plants bloomed in February， with 
superior quality. 

(3) It was suggested that long欄 termstorage of bulbs dug after the forcing was useful for 
improvement of flowering percentage and flower quality. 
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緒

アリウム・ギガンテウム (Alliumgiganteum)は中

央アジア癒産で，護筏10~12cmの散形花序を持ち，秋

犠え球根切り花として本県では三木市，小野市，南淡町

1996年8月四日受理
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で営利栽培されている.本属には400近くの種があるが，

観賞用切り花として利用されている種はわずかである.

その中で，明り花品質も含めた開花調節に関する報告は，

前述のAlliumgigαnteum12・13・15) A. sphaerocephル

lum3・7・8・16)，A. coωαnii 9 • 11)， A. unifoliumlO
) など

数種にすぎない.今後，切り花用途の多様化にともない

新しい種の導入が期待されていることから，多くの種を
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用いて生態的な特性を比較した報告し 4，14， 18) も増え

てきている.

これまで著者らはアリウム・ギガンテウムの促成栽培

を邑的としたりん菜の貯蔵方法について検討し， 80%程

度の開花率で 3月に品質の高い切り花を得るには 6丹

中旬より 9月10Bまで200C，その後11月下旬まで 20Cで

貯蔵したりん菜を最低夜温100

Cの温室に植え付けるとよ

いことを明らかにした 12) 別の実験で， りん茎の開花

率と200

Cの貯蔵期間について検討した結果，貯蔵期間が

長くなるほど開花率が高まることを明らかにした 13)

ところが， 20
0

Cでの貯蔵期間を長くすると植え付け時期

が遅くなり，開花時期が避れ，促成栽培における早期出

荷の有利性が低下する問題が生じた.これを回避するた

めにはJ長期関の貯蔵を行つでも植え付け時期が運くな

らないようにすることが必要で‘，そのためには促成栽培

後に鍛り上げたりん茎の早期からの貯蔵が有効と考えら

れる.そこで本報では，促成栽培後に擁り上げたりん茎

安利用して，まず200
Cでの長期閣の貯蔵と開花との関係，

さらに長期貯蔵したりん菜の植え付け時期と開花との関

係を明らかにし，早期間花に有効なりん菜の貯蹴法につ

いて検討した.

材料及び方法

実験 1 200C貯蔵期間が陽花と窃り花品質に及lます影響

促成栽培(2月上旬開花)後， 1987年 4月2日にりん

茎を摺り上げ 1処理院につき 7球(球周16.4ごと0，3cm) 

を実験に供した.これらのりん茎を掘り上げ白から70日，

80日及び90日間20
0

Cで貯蔵した後， 20

Cで80B間貯識し

た(表。-貯蔵終了後のりん茎をガラス温室内に30x

30cmの2条千鳥植えとした栽棟方法で， 8月28B，9月

7日及び9月17Bに植え付けた.11月下旬以降，ガラス

温室の最低夜温が100Cを下回らないように加温した.肥

料は植え付け部と発芽時にそれぞれ 1a当たりN，P20S， 

K20を各 1kgず、つ施崩した.

発芽，発らい，開花した時期とその割合及び開花した

個体については株元から切り花を収穫し，その長さと新

鮮重，花序の譲径と小花数について調査した.なお小花

数については小花50個当たりの重量と金小花の重霊の比

で換算した.

実験 2 植え付け時期が開花と切り花品質に及ぽす影響

促成栽培した株の地上部の葉が枯死した時点(掲花40

~50日後)でりん茎を 2 月 24 日， 3月23日 4月7B， 

5月11日及び5月25Bに錦りよげ，実験には 1処理院に

つき 5~18球(球周18 ， 7 土 0 ， 6cm) を供した. りん菜の

温度処理は200

Cでの貯蔵を掘り上げ日から90臼間，その

後 20Cでの貯蔵を70日間行い，処理終了日にガラス温室

内に植え付けた. りん茎の植え付け臼は温度処理開始日

に応じて変化し，それぞれ 8F.l 1臼， 8 F.l29日， 9月四

日， 10月16日， 10月30日になった(表 2).なお栽培管

理及び調査項目は実験 1と荷様にした.

Table L Storage periods and planting date of Allium gigαnteum bulbs (Exp.l) ， 

Storage periods at 200C Storage periods a t 2 oC Planting date 

(days) (days) 

70 (2 Apr， - 10 June.) 80 (10 June.制 28Aug.) 28 Aug. 

80 (2 Apr. -20 June.) 80 (20 June.ー 7Sept.) 7 Sept. 

90 (2 Apr.蜘 30June.) 80 (30 June.問 17Sept.) 17 Sept. 

Bulbs were dug on 2 Apr. after the forcing and stored at 200C from 2 Apr. 

Table 2. Storage periods and planting date of Allium giganteum bulbs (Exp. 2). 

Storage periods at 200C Storage periods at 20C Planting date 

(days) (days) 

90 (24 Feb. “ 24 May.) 70 (24 May.ー 1Aug.) 1 Aug. 

90 (23 Mar. -21 Jun.) 70 (21 Jun. ー 29Aug.) 29 Aug. 

90 ( 7 Apr.佃 5JuI.) 70 ( 5 Jul.倫 12Sept.) 12 Sept. 

90 (11 May. -8 Aug.) 70 ( 8 Aug. -16 Oct.) 160ct. 

90 (25 May.判 22Aug.) 70 (22 Aug.ー300ct.) 300ct. 

Bulbs were dug on various date coresponding to flowering period in the forcing and stored at 200C from digging date. 
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Fig. 1. Differences in sprouting， flower budding， and flowering of Allium giganteum bulbs stored at 20
0
C for 

70， 80， and 90 days. After the storage at 20
0
C for each period， the bulbs were stored at 2

0
C for 80 days， and 

then plantedon 28 Aug.，7 Sept.，17 Sept. corresponding to storage periods in a glasshouse kept at min.10
o
C. 

Vertical bars represent SE. 

Effects of periods stored at 20
0
C on cut flower quality of Allium giganteum. Table 3. 

Flower cluster Cut flower Flowering date Storage periods 

at 20
0

C 

(days) 

number of 

florets 

diameter 

(mm) 

weight 
(g) 

length 

(cm) 

1225土 82

1535土 122

2026土 109

109.7土 3.9

108.8土 2.2

122.6 ニヒ 2.7 

66.7土 7.5

63.9土 7.7

92.0土 11.1

74.4土 5.9Z

72.5ニ1:5.4

83.2 :!: 4.7 

8 Feb. 

8 Jan. 

3 Jan. 

70 

80 

90 

Bulbs were stored at 2 oC for 80 days after storage at 20 oC for each period， and then planted on 28 Aug.， 7 Sept.， 
17 Sept. in a glasshouse kept at min. 10oC. 
， Values represent means土 SECn=7) 

908区では85.7%になり，その舗はそれぞれの区におい

て発らい率よりもさらに低下した.

それぞれの処理監におけるりん茎の平均開花日と切り

花の品質について表3に示した.平均開花日は20
0C貯蔵

の期間が70日区で 2月8日，即日区で 1月88，90日区

で1月38になった.貯蔵期間は切り花長には影響しな

かったが，切り花霊に影響し，貯蔵期間の最も長い90日

区では， 70田区， 80臼区に比べて明らかに切り花重が重

かった.また，花序窪は貯蔵期間が90日の区で70日区，

80日区に比べて明らかに大きくなり，小花数は貯蔵期間

が長くなるにつれて増加した.

実験2 植え付け時期が開花と切り花品質に及!ます影響

植え付け時期がりん茎の発芽，発らい及び鵠花に室る

日数とその割合に及ぼす影響を図 2に示した.植え付け

時期にかかわらず，りん茎は全て発芽し，植え付けから

結果

実験 1. 20
0C貯蔵期聞が開花と切り花品質に及ぼす影響

200C貯蔵の期間がりん茎の発芽，発らい及び開花に至

る日数とその割合に及ぼす影響を顕 1に示した. 20
0
Cで

の貯蔑期間にかかわらず，植え付けたりん茎はすべて発

芽したが，植え付けから発芽に要した日数は，貯蔵期間

が鐙いほど長くなり，発芽から発らいまでに嬰した臼数

も貯競期間が短いほど長くなった.発らいから開花に要

した日数は，貯蔵期間が樫いほど長くなる傾向がみられ

たが，その差は植え付けから発芽までの日数，発芽から

発らいまでの日数に比べて小さくなった.発らい率は貯

蔵期間が最も長い90日区では100%であったが，即日区

では85.7%，70日芭では71.4%と貯蔵期間が短くなるに

つれて低下した.開花率は発らい率と悶様に貯蔵期開が

鎧いほど低く， 70臼区では57.1%，808区では71.4%，
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Fig. 2. Differences in sprouting， flower budding， and flowering of Allium gigαnteum bulbs planted on 1 Aug.， 

29 Aug.， 12 Sept.， 16 Oct.， 30 Oct.. The bulbs were stored at 200C for 90 days prior to storage of 2
0

C for 70 
days， and then planted on each planting date in a glasshouse kept at min.10oC. Vertical bars represent SE. 

Effects of planting date on cut flower quality of Allium giganteum. Table 4. 

Flower cluster Cut flower Flowering date Planting date 

number of 
florets 

diameter 
(rn岡)

weight 
(g) 

length 
(crn) 

1697 :t 339 

1501土 59

2948土217

3215土240

93.3土1.1

97.2土 2.2

118.0土1.7

120.9土4.2

59.5 ごと 8.5 

55.2土 2.9

141.8土 9.4

146.7士16.1

64.0ニヒ 5.0' 

69.9土 3.1

113.6土 3.6

105.8土 5.8

23 Jun. 

4 Feb. 

15 Feb. 

25 Feb. 

1 Aug. 

29 Aug. 

12 Sept. 

160ct. 

300ct. 

Bulbs were stored at 200C for 90 days prior to storage of 2 oC for 70 days， and then planted on each planting 
date in a glasshouse kept at min. lOoC. 
， Values represent means土 SE(n口 5-18)

9 Ji 12臼に植え付けた匿から得られた切り花の各形質の

値は10月16日と10Ji30日の植え付けた区の纏より明らか

に低く，明り花としての品質が劣った.ちなみに 8月29

aと9月12日に植え付けた区から得られた切り花の品質

はほとんど閉じ値を示し， 10月168と10月初日に植え付

けた区から得られた切り花もほぼ同じ値を示した.

考察

促成栽培を間的としたりん茎の祖度処理技術の進んだ

チューリップでは，低温処理の開始時点で花芽が雌ずい

形成段階に達していなければ，高い開花率は襲めないと

されている 5) チューリップの温度処理法に準じて，

リウム・ギガンテウムの促成栽培を試みた天野ら II は，

ア

発芽までに要した日数は植え付けた時期が率いほど長く

なる傾向が認められた.発穿から発らいに要した日数は，

植え付け時期が早いほど長くなった.発らいから開花に

要した日数は植え付け時期による悲異はみられなかった.

発らい率は植え付け時期が早いほど低下し， 8月1日に

植え付けたりん茎はすべで発らいしなかったが， 10Ji 16 

日以降に植え付けたりん叢はすべて発らいした.開花率

は発らい率と同様に植え付けが早いほど低くなったが，

10Ji 16包以降に植え付けたりん茎は全て開花した.

それぞれの処理区におけるりん茎の平均開花日と切り

花の品質について表4に示した.平均開花日は植え付け

が8丹29日で 1月23日 9月12日で 2Ji 4 8， 10丹16日

で2月158，10Ji308で2月258になった. 8丹29日と
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室温下で貯識したりん茎を 9月中旬から 50Cで10週間貯

識した場合に89%の高い開花率そ得た.一方，松田 15) 

は，摺り上げ時の花芽は未分化で，掘り上げ後の貯議中

に花芽が分化，発達することを示し， 10月上旬から15
0C

で3週間の貯蔵後， 20Cで8週間貯蔵した場合に90%の

高い鵠花率を得たことを報告している.これらのことか

ら摺り上げから室温下に置かれたりん茎内の花芽は未分

化の状態から 9 月中旬~10月上旬までに雌ずい形成段暗

に達するものと考えられる.

著者ら 12) は貯蔵中のりん茎内のノーズの伸長に着自

し，摺り上げ直後から室温下で貯蔵した場合，ノーズは

高温期には伸長せず 9月中旬になってはじめて伸長を

開始するが， 200
Cで貯離すると処理開始謹後から伸長し

始める.そして 9月上旬から室温貯繭区と200

C貯蔵区を

20Cで10適鵠の貯蔵後に植え付けた場合，開花率はいず

れも80%と比較的高い鐘を示すが，小花数についてみる

と200C区では約2，400屈であったのに対し，護温怪では

850悟と極端に少なくなり，切り花としての品質が低下

することを指摘し七いる.このことからりん茎を室温下

で貯蔵した場合 9月上旬では雄ずい形成段階まで達し

た小花数が少なく，一方， 200

C下で貯蔵すると花芽の発

達が促進されて雌ずい形成段階に達した小花数が多いこ

とが推察できる. したがって，本報における200

Cの貯蔵

は花芽の雌ずい形成段暗までの発達を促進する処理とい

える.

200Cの貯議期聞は発芽率には影響しないが，発らい率

と開花率に影響し，貯蔵嬬謂が長くなるほどそれらの値

が高くなった.なお開花に至らなかったりん茎は，実験

打ち切り時のりん茎の解部調査により，花芽が発育の途
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Fig. 3 Changes of air temperature in a glasshouse. 
Bulbs were planted in the glasshouse on 1 Aug.， 

29 Aug.， 12 Sept.， 16 Oct.， 30 Oct.， 1988. 

中で枯死するプラスチングであることが判明した.著者

らは既報 13) で， 200C貯蔵の期間を32日から75日の閣で

比較し，貯蔵期間の長い区ほど鵠花率が高くなり， 75 EI 

区では90%の開花率を得ている. しかし，本報の実験 1

ではより長期間200Cで貯践しても，開花率は90%に満た

なかった.これを植え付け時期について比較すると，既

報13) で90%の開花率を得た75日区は11月29日，本報の

実験 1では 8月28日から 9月17日にかけての植え付けで

あり，かなり異なった時期である. このことから既

報13) と実験 1の開花率の違いは，植え付け時期の影響

が大きいと推察される.アリウム・ギガンテウムの開花

は日長にほとんど影響さ.れない 15) ことから，気温の違

いが開花率に影響したのであろう.そこで実験 2ではり

ん茎掘りよげ後の200
C貯蔵の期開を90日に臨定して花芽

の発達段階が同程度になるようにし，植え付け時期を変

えて検討したところ， 8F.l1肢の植え付けでは全く開花

せず，以降植え付け時期が遅くなるにつれて開花率は高

くなり， 10月16日以降ではすべて開花している.このこ

とから績え付け時期の早い援で調花率が低下したのは高

温の影響が大きいと推察される.植え付け時期の温度と

詞花率に関して，チューリップではいくつか報告があり，

吉野 11) は地温が高いとプラスチングにより開花率が低

下するとし，浅子ら 2) は高夜視でプラスチングが多発

するとしている.これらの報告も合わせ考えると，アリ

ウム・ギガンテウムはりん茎内の花芽が十分に発達して

いても植え付け時期の温度が高いとプラスチングにより

開花率が低下するといえよう.

切り花品質についてみると，実験 1では200Cの貯蔵期

開を90臼と Lた区 (9月17EI植え付け)の切り花は， 70 

日区 (8月28日植え付け)及び80日区 (9丹7日植え付

け)の切り花に比べて重く，花序も大きく，小花数も多

くなる.植え付け時期の温室内平均気温は70日jZ， 80日

区では300C前後で， 90El区の 9月下旬には250

C程度にな

る(顕 3).この気温差が切り花の品質に差をもたらし

たのであろう.この傾向は温度処理期間を同ーとした実

験 2についてもみられ，植え付け時期が9月12EI以前の

切り花と10月16日以降の切り花の品質は明らかに後者で

高くなる. しかし，実験 2では花芽の発達を同窓度に設

定したにもかかわらず，植え付け時期により小花数に差

がみられた.この理由は実験 1で考察した200C貯蔵の期

間が長いほど離ずい形成段階に達した小花数が多くなる

という理由と異なり， -E!雌ずい形成段階に逮した小花

の一部が高温の影響を受けて座止したためと考えられる.

また，実験1， 2を通じて植え付けから発芽までの期

間と発芽から発らいまでの期鵠は，植え付け時期が早い
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ほど多くの日数奇要したが，発らいから鵠花までの期間

は実験 1では処理問の差は小さく，実験 2では80日前後

と処理問lこ明らかな葦は認められなくなっている. この

ことから高温は， りん菜の発芽と発らいを遅らせること

がわかる.ちなみに実験 1と実験 2で発らいから開花ま

での日数が異なったのは，今西が述べているように冷蔵

温度が同じであれば貯蔵期間が長いほど貯議終了後から

開花までの日数が短縮される幻ことから， 20Cでの貯

蔵期間の差(実験 1では80B，実験 2では70B)と考え

られる.

以上のことから，花芽を発達させるために長期間200C

で貯蔵しても，温室内の植え付け時期が 9丹下旬より早

いと，気温が高いために開花率が低下し，たとえ開花し

でも小花数が減少して品質が低下する.植え付け時期が

10月中旬より遅いと，すべて開花し，良好な品震を備え

た切り花が 2)iに得られることがわかった.促成栽培に

おける早期間花の有科性を考慮すれば，開花率，切り花

品質は若手低下するが 1月上旬に切り花が得られる 9

月下旬の構え付けがよい.この場合，植え付けから開花

までの日数を考慮すると， 20Cでの貯蔵期間は70日より

も80日とするのが有効と考えられる.また， 9月下旬の

植え付けは，寒冷紗等を利用して昇温肪止を図れば開花

率と切り花品質の向上が期待ちれる.
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